


装
　
　
幀

新
谷
雅
宣

本
文
図
版

松
澤
利
絵

̐

๺
౦
Ξ
δ
Ξ
と
の
ڞ
௨
఺
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

58

第
̐
章

๺
ւ
ಓ
と
ピ
リ
カ
遺
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

61

１

๺
ւ
ಓ
ೆ
੢
෦
の
چ
ੴ
ث
遺
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

61

̎

ピ
リ
カ
遺
跡
の
Ґ
ஔ
ͮ
͚
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

63

̏

ੴ
ࡐ
の
छ
ྨ
と
࢈
஍
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

70

̐

ྑ
࣭
の
ੴ
ࡐ
を
ٻ
Ί
ͯ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

77

第
̑
章

อ
ଘ
と
׆
༻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

82

１

ੴ
ث
を
ͭ
く
り
ỏ
࢖
͏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

82

̎

೔
ຊ
の
چ
ੴ
ث
を
୅
ද
͢
Δ
遺
跡
΁
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

83

̏

遺
跡
の
ັ
ྗ
を
఻
͑
Δ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

84

̐

ピ
リ
カ
遺
跡
の
ক
དྷ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

89

ࢀ
ߟ
จ
ݙ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
92

編
集
委
員

勅
使
河
原
彰
（
代
表
）

小
野
　
　
昭

小
野

正
敏

石
川
日
出
志

小
澤
　
　
毅

佐
々
木
憲
一

氷
河
期
の

大
石
器
工
房

︱
ピ
リ
カ
遺
跡
︱

長
沼

孝
・
寺
崎
康
史

ừ
໨
࣍
Ử

第
１
章
「
ピ
リ
カ
」
の
ド
ラ
マ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4

１

ダ
ム
建
設
と
遺
跡
の
発
見
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4

2

遺
跡
を
と
り
ま
く
環
境
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

14

第
̎
章

چ
ੴ
ث
ਓ
の
ド
ラ
マ
を
ٻ
Ί
ͯ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

22

１

େ
ܕ
ੴ
ث
と
ࡉ
ੴ
ਕ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

22

̎

ଟ
਺
の
ข
͖
Ր
跡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

25

̏

ੴ
ث
の
ま
と
ま
り
の
ҙ
ຯ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

27

̐

Ͳ
Μ
ͳ
ੴ
ث
͕
Έ
ͭ
͔
ỳ
ͨ
͔
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

35

̑

ੴ
ث
ͮ
く
り
を
෮
ݩ
͢
Δ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

37

̒

ピ
リ
カ
چ
ੴ
ث
ਓ
の
ੴ
ث
ͮ
く
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

40

第
̏
章

૷
਎
۩
の
発
見
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

48

１

೔
ຊ
ॳ
の
چ
ੴ
ث
Ϗ
ồ
ζ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

48

̎

Ϗ
ồ
ζ
と
ਨ
০
の
ಛ
௃
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

51

̏

Ϗ
ồ
ζ
ྨ
の
೥
୅
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

57



5 4

第 1章　「ピリカ」のドラマ

第
１
章
「
ピ
リ
カ
」
の
ド
ラ
マ

１

ダ
ム
建
設
と
遺
跡
の
発
見

北
海
道
の
南
西
部
、
渡お

し
ま
は
ん
と
う

島
半
島
に
あ
る
今い

ま
か
ね
ち
ょ
う

金
町
に
「
美
利
河
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
。「
美
利
河
」
は
「
ピ

リ
カ
」
と
読
み
、
な
ん
と
も
心
地
よ
い
響
き
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
良
い
」「
美
し
い
」「
豊

か
」
と
い
っ
た
意
味
で
、
そ
の
地
名
は
集
落
を
流
れ
る
「
ピ
リ
カ
ベ
ツ
川
」
に
由
来
す
る
（
図
1
）。
北
海
道

全
域
に
ア
イ
ヌ
語
地
名
は
多
い
が
、「
ピ
リ
カ
」
が
つ
く
場
所
は
意
外
と
少
な
い
。
ピ
リ
カ
ベ
ツ
川
の
美
し
さ

と
豊
か
さ
は
古
く
か
ら
際
立
っ
て
い
た
に
違
い
な
く
、
か
つ
て
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
幕
末
の
探
検
家
松
浦
武
四

郎
も
そ
の
清
澄
さ
と
透
明
さ
に
感
嘆
し
て
い
る
。

美
利
河
地
区
は
、
今
金
町
の
東
部
、
後し

り
べ
し
と
し
べ
つ

志
利
別
川
と
ピ
リ
カ
ベ
ツ
川
、
チ
ュ
ウ
シ
ベ
ツ
川
の
三
本
の
川
の
合

流
点
で
、
現
在
は
美
利
河
ダ
ム
と
そ
の
ダ
ム
湖
が
あ
る
（
図
2
・
3
）。
こ
の
地
域
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
は
マ
ン
ガ
ン
鉱
石
の
採
掘
が
お
こ
な
わ
れ
た
鉱
山
が
あ
り
、
明
治
三
〇
年
ご
ろ
に
は
鉱
夫
が
九
〇
〇
人
以
上

図1 ●ピリカベツ川
丸山（標高674 m）周辺に源を発し、美利河地区で後志利別川・チュウシベツ川と合
流する。最上流部には秘湯・美利河温泉があるが、現在は土砂崩れのため行くことが
できない。調査時には何度か車と徒歩で訪れたことがある。

も
い
た
と
も
い
わ
れ
、
か
な
り
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ

た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
砂
金

採
掘
が
お
こ
な
わ
れ
、
現
在
で
も
そ
の
痕
跡
を
し
め

す
水
路
や
石
積
み
な
ど
が
各
所
に
残
っ
て
い
る
。
ダ

ム
湖
が
で
き
る
以
前
の
旧
河
原
で
は
少
量
な
が
ら
砂

金
が
採
取
で
き
た
。
七
〇
戸
ほ
ど
が
暮
ら
し
て
い
た

旧
集
落
は
ダ
ム
湖
の
底
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の

集
落
は
ダ
ム
湖
に
面
し
た
高
台
に
あ
る
。
そ
し
て
、

集
落
背
後
の
丘
陵
上
に
は
広
さ
二
〇
万
平
方
メ
ー
ト

ル
に
お
よ
ぶ
ピ
リ
カ
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。

ピ
リ
カ
遺
跡
と
は

ピ
リ
カ
遺
跡
は
、
ダ
ム
建
設
を
契
機
に
発
見
さ
れ
、

発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
調
査
で
は
、
旧
石
器

時
代
の
生
活
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
焚
き
火

跡
や
石
器
製
作
跡
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
北
海

道
の
旧
石
器
文
化
研
究
の
基
軸
と
な
る
石
器
群
の
層

位
的
な
確
認
と
石
器
製
作
技
術
の
解
明
に
つ
な
が
る
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採
掘
の
た
め
の
土
質
調
査
を
お
こ
な
っ
た
地
質
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
の
飯
田
直
雅
さ
ん
が
、
土
質
調
査
の
た
め
に

開
け
た
試
掘
穴
か
ら
数
点
の
石
器
を
発
見
し
、
そ
れ
を
市

立
函
館
博
物
館
に
持
ち
込
み
、
旧
石
器
時
代
の
石
器
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

後
志
利
別
川
は
、
国
土
交
通
省
が
公
表
し
て
い
る
全
国

の
一
級
河
川
の
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
一
に
毎
年
の
よ
う

に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
屈
指
の
清
流
で
あ
る
。
し

か
し
、
幾
度
も
大
洪
水
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
洪
水
調
節
を
含
め
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
、
か

ん
が
い
用
水
の
補
給
、
発
電
の
四
つ
の
目
的
で
一
九
六
九

年
ご
ろ
か
ら
美
利
河
ダ
ム
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。

美
利
河
ダ
ム
の
構
造
上
の
特
徴
は
、
軟
弱
地
盤
で
の
施

工
に
適
し
た
「
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
」
と
一
般
的
な
「
重

圧
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
」
を
合
わ
せ
た
「
複
合
式
」
と

い
う
こ
と
で
、
堤て

い
た
い体

の
長
さ
は
一
四
八
〇
メ
ー
ト
ル
に
お

よ
び
、
河
川
を
横
断
し
て
建
設
さ
れ
る
ダ
ム
で
は
日
本
一

の
長
さ
に
な
る
。「
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
」
は
大
量
の
粘

図2 ●北海道南西部の遺跡とピリカ遺跡の位置
ピリカ遺跡は、すでに知られていた樽岸遺跡と大関校庭遺跡のほぼ中間にあり、
その発見と調査は渡島半島の旧石器時代遺跡の内容充実に貢献した。

図3 ●美利河ダム湖
中央やや右側の直線的な護岸後方が現在の美利河集落、遺跡はその後方の丘陵部。ダム
湖手前の堤体は、直線的なコンクリート部と曲線的なロックフィル部が連結している。

良
好
な
資
料
が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
で
は
じ
め

て
旧
石
器
時
代
の
装
身
具
で
あ
る
石
製
小
玉
（
以
下

「
ビ
ー
ズ
」
と
い
う
）
が
発
見
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
遺
跡
内
で
の
工
事
は
中
止
と
な
り
、
遺
跡

は
現
状
保
存
さ
れ
、
出
土
品
は
重
要
文
化
財
に
、
遺
跡

の
一
部
、
九
万
九
〇
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
は
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
史
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と

し
て
重
要
文
化
財
を
含
む
出
土
石
器
な
ど
を
展
示
し

た
「
ピ
リ
カ
旧
石
器
文
化
館
」
が
建
設
さ
れ
、
遺
跡
の

保
存
と
活
用
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ゼ
ロ
か
ら
は

じ
ま
っ
た
遺
跡
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
に
終
わ
り
は
な
い
が
、

現
在
ま
で
の
主
要
な
シ
ー
ン
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。

遺
跡
の
発
見

ド
ラ
マ
の
は
じ
ま
り
と
な
る
遺
跡
の
発
見
は
、
意
外

に
も
地
質
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。

一
九
七
八
年
六
月
、
美
利
河
ダ
ム
建
設
に
必
要
な
粘
土
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土
と
岩
石
で
堤
体
を
つ
く
る
も
の
で
、
建
設
現
場
近
く
で

の
良
質
な
粘
土
の
確
保
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め
の
土
質

調
査
が
美
利
河
の
丘
陵
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
図

4
）。発

掘
調
査
が
変
え
た
開
発
計
画

そ
の
後
、
ダ
ム
建
設
工
事
が
進
み
、
美
利
河
の
丘
陵
で

の
粘
土
採
掘
工
事
が
具
体
化
す
る
。
そ
こ
で
、
石
器
が
発

見
さ
れ
た
二
つ
の
地
点
、
Ａ
地
区
（
採
草
地
登
り
口
）

一
二
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
Ｂ
地
区
（
土
質
調
査
試
掘
穴

周
辺
）
一
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
合
計
一
四
〇
九
平
方
メ

ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
一
九
八
三
年
五
月
の
連
休
明
け
か
ら
、

調
査
期
間
二
カ
月
の
予
定
で
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
が
発
掘
調
査
す
る
こ
と
に
な
る
（
図
5
）。
こ
の
時
、

調
査
を
担
当
し
た
の
が
、
筆
者
（
長
沼
）
で
あ
る
。

調
査
が
進
む
と
と
も
に
Ａ
地
区
は
保
存
状
態
が
良
好

で
、
ほ
ぼ
全
面
か
ら
石
器
が
出
土
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
予
定
さ
れ
た
二
カ
月
の
期
間
内
に
調

査
を
終
え
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
一
部
の
石
器
集
中
区

域
一
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
翌
年
調

査
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
調
査
予
定
区
域

外
に
も
遺
跡
の
範
囲
が
広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、

一
九
八
三
年
の
七
月
と
一
〇
月
に
北
海
道
教
育
委
員
会
に

よ
る
再
度
の
試
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
遺

跡
は
Ａ
地
区
の
南
東
側
一
帯
、
東
に
の
び
る
舌
状
部
と
南

側
に
隣
接
す
る
丘
陵
緩
斜
面
お
よ
び
そ
れ
に
つ
づ
く
舌
状

部
、
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
に
広
が
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

試
掘
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
き
、
遺
跡
の
と
り
扱
い
に

つ
い
て
ダ
ム
を
建
設
す
る
北
海
道
開
発
局
函
館
開
発
建
設

部
と
調
査
を
実
施
し
た
北
海
道
教
育
委
員
会
が
協
議
を
お

こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
範
囲
全
体
の
発

掘
を
お
こ
な
っ
た
後
に
粘
土
を
採
掘
す
る
工
程
で
は
、
ダ

ム
建
設
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
粘

土
採
掘
の
場
所
が
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
遺
跡
は
現

状
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

図4 ●土質調査がおこなわれた美利河の丘陵
丘陵の最も高い部分の標高は 180 m 前後。中央やや右側の青い屋根の建物

（旧美利河小学校）の後方が標高155 m 前後のＡ地区。

図5 ●北海道埋蔵文化財センターによる発掘調査
図4の反対方向の丘陵高位部から、Ａ地区の調査状況を撮影。調査区中央の
緑色の部分は土層観察ベルト。
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広
大
な
出
土
範
囲

遺
跡
が
あ
る
美
利
河
地
区
の
丘
陵
で
の
粘
土
採
取
が
中

止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
金
町
で
は
そ
の
後
の
遺
跡
の
保

存
と
活
用
を
お
こ
な
う
た
め
、
遺
跡
の
範
囲
や
詳
細
な
内

容
を
把
握
す
る
目
的
で
、
一
九
八
七·

八
八
年
に
遺
跡

が
あ
る
丘
陵
一
帯
一
六
万
三
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
対

象
に
確
認
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

調
査
は
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
試
掘
穴
を
東
西
方
向
に

二
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
方
向
に
一
〇
メ
ー
ト
ル
お
き
に
設

け
、
最
終
的
に
試
掘
穴
は
五
八
〇
カ
所
と
な
っ
た
。
山
林

部
分
で
は
背
丈
を
こ
え
る
根
曲
が
り
竹
に
は
ば
ま
れ
、
放

牧
地
で
は
調
査
作
業
員
が
牛
に
追
わ
れ
る
と
い
う
一
幕
も

あ
っ
た
が
、
低
位
（
標
高
一
三
〇
～
一
三
五
メ
ー
ト
ル
）、

中
位
（
標
高
一
五
〇
～
一
五
五
メ
ー
ト
ル
）、
高
位
（
標

高
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
丘
面
の
平

坦
部
に
遺
物
が
濃
密
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、

そ
の
範
囲
は
約
一
二
万
五
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
お
よ

ん
だ
。

図6 ●国の史跡指定範囲と発掘調査地点
指定地範囲東側の発掘調査がおこなわれたＡ・Ｂ地区、Ｃ・Ｋ地点は、現在、採
草地となっているが、大きな地形改変は受けておらず、環境保全が図られている。

表1 ●美利河地区でおこなわれた発掘調査
本書では「美利河1」と「ピリカ」を合わせた全体を「ピリカ遺跡」としている。

図7 ●ピリカ遺跡と周辺の遺跡
ピリカ遺跡はピリカベツ川左岸の東西方向に延びる舌状の丘陵にあり、南側
の小沢を挟んで美利河3遺跡、さらに小沢を挟んで美利河4遺跡がある。
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図8 ●ピリカ遺跡D・K地点の発掘調査
D地点（上）は低位段丘面、K地点（下）は高位段丘面に位置し、どちらの
段丘面においても大量の石器が埋蔵されていることが明らかになった。

確
認
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
き
、
町
で
は
民
有
地
と
国
有
地
を
買
い
上
げ
、
条
件
の
整
っ
た
九
万
九
〇
九
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
が
一
九
九
四
年
四
月
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
（
図
6
）。
そ
の
際
、
遺
跡
の
名
称
を
「
美

利
河
１
遺
跡
」
か
ら
「
ピ
リ
カ
遺
跡
」
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ピ
リ
カ
の
丘
陵
一
帯
で
は
筆
者
（
長
沼
）
が
調
査
し
た
Ａ
・
Ｂ
地
区
以
外
に
も
、
今
金
町
と
國

學
院
大
學
に
よ
る
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
表
1
・
図
7
）。
町
が
お
こ
な
っ
た
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
地
点
な

ど
の
調
査
は
、
帰
省
の
途
中
、
美
利
河
１
遺
跡
の
発
掘
現
場
に
偶
然
立
ち
寄
り
調
査
に
参
加
し
て
こ
の
遺
跡
の

と
り
こ
に
な
り
、
そ
の
後
、
今
金
町
初
代
学
芸
員
と
な
っ
た
寺
崎
（
本
書
も
う
ひ
と
り
の
筆
者
）
が
担
当
し
た

（
図
8
上
）。

國
學
院
大
學
が
お
こ
な
っ
た
Ｋ
地
点
お
よ
び
ピ
リ
カ
遺
跡
の
沢
を
挟
ん
だ
南
側
の
美
利
河
３
・
４
遺
跡
の
調

査
は
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
一
一
年
間
継
続
実
施
さ
れ
、
小
林
達
雄
、
吉
田
恵
二
、
永
峯
光
一
、

加
藤
晋
平
、
藤
本
強
、
谷
口
康
浩
さ
ん
ら
が
指
導
に
あ
た
っ
た
。
毎
年
平
均
す
る
と
二
九
名
の
大
学
生
が
参
加

し
、
大
学
院
生
な
ど
を
含
め
る
と
一
一
年
間
で
の
べ
四
八
四
名
が
参
加
し
た
。
美
利
河
特
有
の
ジ
リ
（
北
海
道

地
方
に
夏
季
に
発
生
す
る
濃
い
海
霧
）
の
せ
い
で
、
一
〇
日
間
の
う
ち
一
日
し
か
発
掘
作
業
が
で
き
な
か
っ
た

年
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
整
理
作
業
を
す
る
石
器
に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
の
で
、
発
掘
お
よ
び
整
理
作
業
な

ど
、
考
古
学
の
基
礎
的
作
業
の
経
験
の
場
と
な
り
、
多
く
の
学
生
が
ピ
リ
カ
の
丘
か
ら
巣
立
っ
て
い
っ
た
（
図

8
下
）。

こ
れ
ら
一
連
の
調
査
成
果
か
ら
、
ピ
リ
カ
遺
跡
全
体
の
広
さ
は
二
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
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